
山口獣医学雑誌投稿規程 

 

１ 山口獣医学雑誌（以下、「雑誌」という。）に関する原稿の取り扱いは、この規程による。 

２ 原稿は、Microsoft Word等のコンピューターソフトを用いて作成し、原稿（図表等を含む） 

の電子ファイルを学会事務局へ電子メールの添付書類にて提出する。電子メールで送信できない 

場合は、プリントアウトした原稿２部（図表等を含む）とそれらのファイルを保存した CD-ROM 

等を学会事務局あて送付する。 

３ 原稿は、編集委員会において審査し、原稿の採否及び掲載の順位は、編集委員会が決定する。 

ただし、編集委員会は、内容に応じて専門家に原稿の審査を依頼することができる。また、審 

査の過程で著者への修正を求め、再審査を行うことがある。 

４ 審査の結果、採用と認められた原稿は、雑誌の印刷発刊後においても、原則として著者へ返却 

しない。 

５ 審査の結果、不採用と認められた原稿は、原則として、受付３か月以内に返却する。 

ただし、この場合、不採用の理由を明らかにする義務を負わない。 

６ 原稿は、原則として、刷り上がり６ページ（1ページ約 2,400字）以内とする。制限ページ数 

を超過した分およびカラー写真については、著者実費負担とすることがある。 

ただし、編集委員会の依頼による総説論文の原稿は、この限りではない。 

７ 原稿は、表紙、和文・英文抄録、キーワード、文献、図表の説明等に分けて書く。 

(1) 電子ファイルのフォーマット：A4版用紙に横書き、１行 40字×30行（目安）、明朝体 12 

ポイントで、フッター中央にページ番号及び左欄外に行番号を記載する。 

(2) 表紙：原稿の種類、論文表題、著者名、所属施設ならびにこれらの英訳の順に記載する。下 

段に連絡著者の連絡先（氏名、住所、電話・FAX番号、電子メールアドレス）を明記する。 

(3) 和文・英文抄録：抄録は和文、英文ともに刷り上がり１ページ以内とする。和文と英文の要 

約の後に、原著で５語以内、短報では３語以内のキーワードを記載する。 

８ 図表並びに写真は、まとめて原稿の最後につけ、論文中にそれらを置く位置を指定する。 

９ 引用文献は、本文に引用したものに限り、著者名、論文題名、雑誌名、巻（号）、始頁〜終頁、 

西暦年を明記し、原則としてアルファベット順に配列し、番号をつけ、下記の様式で記載する。 

例 雑 誌 

    和文： 5) 松本正弘・中村一夫：人および動物血液中の日本脳炎ウイルス中和抗体 

の分布と推移について．熱帯医学，15（6）：272-285．1975． 

    英文： 18）Lawrence J．E．and Clark，D．H.：The Lysis of Leptospires by  

Antiserum. Amer. J. Trop. Med. Hyg., 24(2)：250-260．1975． 

   単行本 

    和文： 7) 山村雄一・石坂公成：免疫化学概論，2版：15-18．朝倉書店，東京.1973． 

    英文： 15) Smith，H．A.，Jones，T．C．and Hunt，R．D.：Veterinary Pathology. 

4th ed. Lea ＆ Febiger Pub.，Philadelphia. U.S.A. 1972. 

10 外国人名、地名などは原語のまま記述し、数字は算用数字、度量衡はメートル法による。 



11 印刷の校正は編集委員が行う。ただし、初校は著者も行うものとし、この場合、原則として、 

内容の訂正は認めない。 

12 別刷は、100部まで無償で贈呈する。それ以上の部数については、著者実費負担とする。必要 

部数については、初校（著者校正）のとき、原稿の右上端に朱書するものとする。 

13 掲載論文の著作権及び電子的形態による利用も含めた包括的な著作権は、公益社団法人山口県 

獣医師会に帰属する。 

14 この規程の改廃は、編集委員会において決定する。 

 

 

附 則  

１ この規程は、平成24年12月13日から施行する。 

２ この規程は、平成31年３月 19日から施行する。 

３ この規程は、令和４年５月12日から施行する。 

４ この規程は、令和７年５月29日から施行する。 


